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　　　第15回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　議　事　次　第．

日時 [和51糊29日㈹．午後2特～4時．

場所　　　宇宙開発委員会会議室

　　　　　　　　　ノ

議題軸繍回する購恥いて

資料

委157－1　第14回宇宙開発委員会（定例貧議）議事要旨

委15－2　宇宙開発計画に関する要望事項について（そり1）
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　　第1三三醗委員会（定例会議プ

　　　　専　議事要旨

β時　　　昭和52年6月22日㈱　午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室

議題　　宇宙関係条約特別部会報告について’

資料　　　　　，・　　　　　　　．　一

卿4－1・鋤5回宇宙開発委員会1定例舗）．識三

二14－2　宇宙掬係条約の締結に当たって必要な国内法令

　　　　　　た関する基本事項について1報告）

出席者　　　　 　　　　．　1　　一

　宇宙開発委員会委員長代趣，　　　　網　島　　　毅

　　〃一　　委員　　　　 吉識一雅夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　4　．．”’亀　　八藤東禧
，冒 h　　’”・　　　　i斎藤成文

　　　ロ説明者1　一

一宇宙三三条約特別部会作業グルニプ主査’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星肇英一

関係省庁職員等　　・　●　　　’　　　　　

回報術庁三半懸・一一．園山重道
　　　ガ　長官官房参事官　　　佐伯宗治

通三業省工業瀟院繍部長　鴨杉浦＝権，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理ヌ高僑）
　　　　　　　ド

騰省大臣官鯵事官．　♂　沼鯵達也
　　　　　　　h　　　．：．　　　　　（〃　：上田）一

、

海上保安庁総脇部長

、郵政省竃波監理局審講官

建設省大臣官房技術参事官

事務局

　科学技術庁研究調整局宇雷門画課長

　　　　”　　　　　　宇宙鼠除課長

　　　　〃　”　　　宇宙既発課長

6三三要旨　　　・
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　　第15腓騨発類会（定例会講）講・鮨が艘された9

（2）宇宙関係条約特別部会報告について

　　八藤東禧宇宙1短系条約特別部会長及び星野英一作業グループ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　主査傘ら資料委↑4－2に基づいて説明が行われたのち、『以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　の贅疑応答が行われ丸報告が了承された。一

　①損害賠償条約についてノ’，

　　三島；我が国の宇宙物体が日本人修損害を与える笏合につい

　　　　ては、倣府都内の確認で足りるということ溢が、－特励の’

　，・立法二心をせずに十分な救済が可能か6

　響・その場合・原則は群蟻である力囎には政治的ポ

　　　　行政的配慮がなされるし・左と織判になっても最近の

　　　　判例は過失を広ぐ認定するようになってきているので、
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門下彦磁箔

　　　三遍翻購鞭1聯辞輝度藤壷の一鶴についセ次のよ搬・

　　磁：められ蔦よち聾趨す愚轟

　　’瓦　二二蟻第：3餓につ麟て・

’　㈹竃晦一幅幽幽憾払の研数縛る瓢’
　　　　蓼三脚恥勲ンシング蕾報受細細理の洗zわの綾億施鰻：を盤i平す

　　　　疑と竈に弊一毛セン艀グ櫨の利爾鰭の離廊

　　　　醐翻旧跡鴎・．．　∫．び
　　《麗鰐》．・，　　　　　　、

　　　　　七一トセン漉グ鞭耀灘会三三旧観孫ぐ

　　　　ために鞭・麗係湯翻が地球観瀦留一タを入手し、分新、利用

　　　　聯旛鞭魁甑これを広ぐ産轍練，
　　　　活魚るよ欄の提供翻を含む稠体制繕趨齢

　　　確立することが鍛漏る・1．　・－・1．

　　裁　第羅輩8について

　　　　　なお・宇宙鵬師旅当た動、關蝶の乗た鍛舘

・．大師㌣齢んがみ、既錬への融委託等三三に．

　　　　行うごとによ嘱蹴鮒る研雑灘三三を四三て、
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　　自己即功盤の磁と向上を動、宇翻発産桑としての

　鯉ρ磁鵬める。
《醗鰐》

　　鶏癖麟⑪宇憲騨発継轟δ輩飛に爽規ぜと段欝詮魏遡す為こと

　垂醸醜ている臥三三回るためには、宇舗発を・

鍛姻磁嬉の灘と鹸縫の磁を三三三三で

瀞嬬⑫鱒・騰穏鞭嫡いて遼篤志勘らつ、

　紺瞭劔畷旛醗の趨分を担ってきている醗公立醗

　臨終鳳孚麟組垣騰の磯成畢を遼やカ・門閥鹸に、

、纏す幡羅に・これら糟取野釣爾懸凹凹．

　簿によ参挙用化段階に蘭え庚宇憲腿発産業の基盤の確立に蔓

　めることぶ簡要である。
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